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令和７年度予算

予算審議 Q & A

予算審議 Q & A

キャッシュレス決済ポイント還元事業

予算決算常任委員会で議論された内容の一部を紹介します。

委員会での議論の詳細は、市議会ホームページより録画配信をご覧ください。会議録は５月下旬に公開予定です。

一般会計 ： 345億円　　特別会計 ： 148億8,300万円　　企業会計 ： 43億7,819万円
537億 6，119万円予算総額

　第１回定例会では、令和７年度当初予算に関する議案について、いずれも原案のとおり可決しました。
　令和7年度の当初予算は、一般会計345億円、特別会計と公営企業会計を合わせた総額537億6,119
万円で、市制施行以来最大の規模となりました。
　歳入では、市税収入の増加を見込む一方、国庫支出金や市債の活用を進め、安定した財政基盤の確保を
図り、歳出では、福祉や教育、防災対策に重点を置き、児童手当の増額や中学校体育館の空調整備、防災
行政無線のデジタル化などを実施するとともに公共施設の維持管理費の適正化や、デジタル化推進による
行政の効率化にも取り組みます。予算の詳細については市ホームページの「財政」よりご覧いただけます。

キャッシュレス決済を対象にポイント還元を行う
ことにより、市内消費を喚起し、物価高騰の影響
を受けている市内中小企業・小規模事業者への
支援と、キャッシュレス化による商業活動の推進
を図る。国の「物価
高騰対応重点支援
地方創生臨時交付
金」を活用

夏季の体育授業、学校行事、部活動での熱中症対
策として、全中学校体育館に空調機を整備する。
災害時の避難所の暑さ寒さ対策としても活用する。

「きたなごやＲＵＮフェスタ」の目的を継承し、ス
ポーツを通じて市民相互の連帯感を高めるた
め、市内企業の協賛を得ながら来場した人すべ
てが楽しめるリレーマラソンを実施する。
令和８年３月に市総合運動広場での開催を予定。

自治会長の負担軽減、担い手不足の解消という
課題に対し、市から自治会長に依頼する事項の
見直しを図るとともに、より公平性に配慮した謝
礼の積算方法に変更する。

西春駅に待機するタクシー会社2社に対し、車椅
子等でも乗降可能なユニバーサルデザインタク
シー車両の購入費用を一部補助する。
国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金」を活用

　議会は、市民の皆さまとともに未来を見据え、持続可能なま
ちづくりに取り組んでいきます。予算の適正な執行をしっかりと
監視し、より良い市政運営に向けて議論を深めてまいります。
　これからも市政に関心をお寄せいただき、ご意見をお聞かせ
ください。

予算と決算の
サイクル

10月～翌年2月
予算案の作成

4月～翌年3月
事業の実施

第1回定例会(3月)
予算案を市議会に提出

第3回定例会(9月)
決算を市議会に提出

市議会がcheck

将来的な庁舎のあり方について、外部の有識者
等で構成された委員会を立ち上げ、検討する。

歴史民俗資料館の持続可能な運営基盤の構築
を図るため、令和7年10月から観覧料の徴収を
実施する。観覧料 300円（18歳以下無料）

予算額

18万円

予算額
７７８万円

予算額
４０万円
（全額国庫補助）

予算額
１３万円

（全額国庫・県補助）

予算額
1億6,96６万円

予算額
歳入
３１３万円

予算額
4億5,08１万円

庁舎のあり方検討委員会の立ち上げ

歴史民俗資料館観覧の有料化

自治会振興事業（自治会長謝礼）

ユニバーサルデザインタクシー
購入費補助事業

中学校体育館空調機整備工事

障害物リレーマラソン

市議会がcheck

Ｑ　事業の詳細は？
Ａ　市内の対象店舗においてＱＲコード決済を利用
した場合に20％相当のポイント還元を行う。

　　１回につき2,000円相当のポイントを上限と
し、期間中、最大１万円相当のポイントを還元
する。

　　４事業者（ＰａｙＰａｙ、楽天ペイ、ｄ払い、ａｕＰＡ
Ｙ）、それぞれ最大限利用することで、最大４
万円相当のポイント還元となる。

Ｑ　市外の方にも還元され、市外の方に利益が
行くことに対しての見解は？

Ａ　それ以上に、市内中小企業・小規模事業者
の方には市外からも多くの消費を呼び込め
るのではと考える。

Ｑ　３００円の根拠は？
Ａ　他の博物館を参考に規模や展示内容を勘案し

て設定したうえで、政策会議に諮って決定した。
Ｑ　リピーターを増やせるような方法を講じては？
Ａ　今後、来館者がより増えるように付加価値
をつけることも必要と考える。

Ｑ　何を議論して進めていくのか？
Ａ　現状・課題を分析・調査し、長寿命化改修を
して現在の分庁舎方式を継続するのか、統
合庁舎を新たに建設するのか、方向性を示
す提言を行う。

Ｑ　暖房はついているか？
Ａ　暖房機能もある空調機である
Ｑ　断熱工事は予算化されているか？
Ａ　含んでいない。喫緊の課題として熱中症対
策、防災対策として早期の整備が必要と考
えた予算計上としている。

Ｑ　（学校教育以外の利用に際し）使用料を１時
間1,300円に設定した算出方法は？

Ａ　本市の公共施設適正化計画により総合体育館ア
リーナ使用料と同じ計算方法に基づく算出で、ガ
ス電気代以外に減価償却費の一部費用を含む。

Ｑ　令和６年度の事業実績として、どのように評
価、総括されているか？

Ａ　参加者アンケートは、楽しめたという意見が
多い。スポーツ推進委員の企画立案で、
RUNイベントを絶やしてはいけないという
思いから始まったもの。高校生のボランティ
アや市内企業の協賛をいただき大変感謝し
ている。こうして培ったつながりを、今後も
絶やすことのないようにしていきたい。

Ｑ　自治会長の負担軽減のため見直した項目は？
Ａ　自治会長会の回数削減、会長・副会長職の
廃止、消防団、防犯委員等の推薦依頼の取
りやめ、カーブミラー等の要望の取りまとめ
を廃止、回覧板・掲示板の依頼の削減を実
施。また、会議数削減を補完するため、閉庁
日の自治会長の相談日を設定。

Ｑ　負担を減らす一方で、地域のつながりを維
持するために、どんな施策を考えているか？

Ａ　自治会長同士の情報共有の場を要望される
声が多かったため、市民活動センターで交
流の場、情報交換の場を設ける予定

Ｑ　タクシーに乗車したくても捕まらないとい
う声に対して、購入を補助することで市内の
交通手段が確保できると言えるのか？

Ａ　コロナで営業収入が下がり回復できていない、
タクシー台数の減少、運転手不足等の問題があ
る。地域公共交通計画の事業として、今後、市
民と交通事業者が直接意見交換していく。真に
必要な公共交通について話し合っていきたい。

3 2議会だより Vol.95議会だより Vol.95　



プラスチック製容器包装　１袋 100円 ➡ １２０円
不燃ごみ　　　　　　　  １袋 60円 ➡　  ８０円
可燃ごみ  ＳＳ・Ｓ・Ｍサイズ １袋 100円 ➡ １２０円
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改正の内容　国による条例改正に伴い、引用する条の繰下げと、「懲役」の
字句を「拘禁刑」に改めました。

議案第１号　北名古屋市職員の給与に関す
る条例の一部改正について

議案第5号　北名古屋市職員の給与に関す
る条例及び北名古屋市職員の定年等に関す
る条例等の一部を改正する等の条例の一部
改正について

可燃ごみ、不燃ごみ及びプラスチック製容器包装に係る一般廃棄
物処理手数料の額を改定する。　施行は令和７年１０月１日から。

議案第6号　北名古屋市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関する条例の一部改
正について
議案第7号　北名古屋市特別職の職員で常
勤のものの給与及び旅費に関する条例の特
例を定める条例の一部改正について
議案第8号　北名古屋市職員の勤務時間、
休暇等に関する条例及び北名古屋市職員の
定年等に関する条例等の一部を改正する等
の条例の一部改正について

議案第9号　北名古屋市職員の育児休業等
に関する条例の一部改正について

議案第３号　北名古屋市議会の議員の議員
報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
の一部改正について議案第２号　北名古屋市特別職の職員で常

勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

国際法史上初めて核兵器を違法なものとした核兵器禁止条約が、２０１７年７月７日 
の国連会議において１２２カ国の賛成で採択され、２０２１年１月２２日に発効し、現在９４
か国が調印し、７３か国が批准している。核兵器禁止条約は、核兵器の「開発、実験、生
産、製造」及び「取得、保有、貯蔵、移転」を禁止し、さらにその「使用、使用の威嚇」にい
たるまで、核兵器に関わるあらゆる活動を禁止している。
２０２４年には、日本の被爆者団体である「日本原水爆被害者団体協議会」にノーベ

ル平和賞が授与され、ノーベル委員会は受賞理由で「世界中で起きている紛争を見る
と、核兵器を二度と使用してはならないという規範を守ることがいかに重要であるか
がわかる。日本被団協と被爆者は、この文脈において極めて重要だ」と述べている。世
界の多くの国々は、唯一の被爆国である日本に同条約に調印・批准することに期待を
寄せており、被爆者の方たちも日本政府に調印・批准するよう強く求めている。
本市議会は２００６年に、核兵器の廃絶と戦争のない社会を訴え、平和な心と平和な

まちの実現をめざすことを誓う「平和都市宣言」を行い、市ではさまざまな平和事業に
取り組んでいる。
よって、いまこそノーベル平和賞を受賞した被爆者の願いを受け止めて、日本政府

に対し、唯一の被爆国として核兵器禁止条約に調印・批准するよう強く求める。
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個人情報保護に関する条例を改正

議案第48号　北名古屋市議会
個人情報保護条例の一部改正について

議員提案

Pickup

市議会から意見書を国に提出しました

議案第50号　日本政府に核兵器禁止条約への
調印・批准を求める意見書の提出について
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令和７年 第１回定例会 結果 会期　２/２１～３/２１ 29日間

令和７年 第１回臨時会 報告

条例の制定・・・・3件　補正予算・・・・・4件　人事案件・・・14件　条例の改正(議員提案)・・・・2件
条例の改正・・・15件　新年度予算・・・7件　　　　　　　　　　意見書の提出(議員提案)・・1件

令和７年第１回臨時会が１月28日に招集され、以下の議案を審議しました。

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第４号　令和６年度北名古屋市一般会計
補正予算（第５号）について

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第20号　令和６年度北名古屋市後期高
齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

全員賛成
原案可決

議案第21号　令和７年度北名古屋市後期高
齢者医療特別会計予算について
議案第22号　北名古屋市国民健康保険税
条例の一部改正について

賛成多数
原案可決

賛成多数
原案可決

議案第23号　令和６年度北名古屋市介護保
険特別会計補正予算（第２号）について
議案第24号　令和７年度北名古屋市介護保
険特別会計予算について
議案第25号　北名古屋市ひとり親家庭等手
当支給条例の制定について

議案第26号　北名古屋市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正について

議案第27号　北名古屋市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

議案第28号　令和６年度北名古屋市北名古
屋沖村西部土地区画整理事業特別会計補正
予算（第２号）について

議案第29号　令和７年度北名古屋市北名古
屋沖村西部土地区画整理事業特別会計予算
について
議案第30号　令和７年度北名古屋市下水道
事業会計予算について
議案第31号　北名古屋市歴史民俗資料館の
設置及び管理に関する条例の一部改正について

全員賛成
原案可決
全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決
全員賛成
原案同意

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第32号　北名古屋市立学校照明設備使
用料条例の一部改正について

議案第47号　北名古屋市消防団員等公務災
害補償条例の一部改正について

議案第48号　北名古屋市議会個人情報保護
条例の一部改正について

議案第49号　北名古屋市議会議員の定数を
定める条例の一部改正について

議案第50号　日本政府に核兵器禁止条約へ
の調印・批准を求める意見書の提出について

議案第33号～議案第46号　北名古屋市農
業委員会委員の任命について

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第10号　令和６年度北名古屋市一般会
計補正予算（第６号）について

全員賛成
原案可決

議案第12号　令和７年度北名古屋市土地取
得特別会計予算について

全員賛成
原案可決

議案第13号　刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定について

全員賛成
原案可決

議案第14号　北名古屋市庁舎のあり方検
討委員会条例の制定について

全員賛成
原案可決

議案第15号　北名古屋市行政手続におけ
る特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用に
関する条例の一部改正について
議案第16号　北名古屋市非常勤消防団員
に係る退職報償金の支給に関する条例の一
部改正について

議案第17号　北名古屋市廃棄物の処理及
び清掃に関する条例の一部改正について

議案第18号　北名古屋市産業廃棄物処理
施設の設置等の指導に関する条例の一部改
正について

議案第19号　令和７年度北名古屋市国民健
康保険特別会計予算について

色のついている議案をピックアップし具体的にどう変わるのかを(P２～３、５)に掲載しております。
全ての議案内容は、市議会ホームページの「議案・請願とその審議結果」をご覧ください。

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

賛成多数
原案可決

全員賛成
原案可決

議案第11号　令和７年度北名古屋市一般会
計予算について

賛成多数
原案可決

改正の内容

議
員
定
数

議員提案
可決

可決

日本政府に核兵器禁止条約への調印・批准を求める意見書

5 4議会だより Vol.95議会だより Vol.95　



一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な

内
容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に

対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

代
表
質
問
と
は

所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、市
政

全
般
に
わ
た
っ
て
、執
行
機
関（
市
長
な

ど
）に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

代
表
質
問
は
、施
政
方
針
ま
た
は
所

信
表
明
の
行
わ
れ
る
定
例
会
で
行
わ
れ

ま
す
。

施
政
方
針
と
は

そ
の
年
度
の
市
政
運
営
に
向
け
て

市
長
の
基
本
姿
勢
や

主
要
施
策
な
ど
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問
の
内
容
は
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
議
会
録

画
中
継
」を
選
択
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。各
議
員
の
記
事
の
右
下
に
あ
り
ま
す
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
い
た
だ
く
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
質
問
に
関
す
る
録
画
配
信
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問
議
員
4
人

質
問
4
項
目

7
〜
10 

ペ
ー
ジ
掲
載

11
〜
15 

ペ
ー
ジ
掲
載

個
人
質
問

個
人
質
問

質
問
議
員
9
人

質
問
18
項
目

本会議・委員会を傍聴してみませんか
本会議・委員会開催日に市役所東庁舎４階東エレベーター前で傍聴受付を行います。（日程はP.20を参照）
傍聴の受付時間は、本会議、委員会ともに会議開始30分前からとなります。
委員会は、先着10名で途中での入退室はできませんのでご了承ください。

本会議場全員協議会室

令
和
７
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

子
育
て
・
教
育
分
野

国
で
は
高
校
授
業
料
の
無
償
化
の
議
論

が
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
か
ら
は
ク

ラ
ブ
活
動
の
道
具
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、

移
動
費
が
負
担
だ
と
聞
く
。
授
業
料
の

み
の
議
論
だ
け
で
よ
い
の
か
。

高
校
授
業
料
の
無
償
化
は
、
多
く
の
家

庭
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
で
更
な
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
の

議
論
、
政
策
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

住
宅
が
密
集
し
、
避
難
場
所
に
な
り
得

る
鹿
田
合
田
・
東
蒲
屋
敷
地
区
の
公
園

を
早
期
に
整
備
す
る
考
え
は
。

公
園
の
地
下
に
水
害
対
策
と
し
て
雨
水

貯
留
施
設
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、

施
設
の
整
備
後
、
速
や
か
に
着
手
で
き

る
よ
う
計
画
を
進
め
た
い
。

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
の
建
物
の
老

朽
化
及
び
耐
震
化
へ
の
対
応
は
。

正
副
管
理
者
会
議
で
、
計
画
的
な
検
討

を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
。

地
域
住
民
や
自
治
会
か
ら
の
土
木
要
望

に
つ
い
て
、
令
和
6
年
度
の
厳
し
い
予

算
で
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が

多
い
が
、
令
和
7
年
度
以
降
の
対
応
は
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
と

供
に
計
画
的
な
道
路
整
備
を
行
う
。

自
治
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
何
故
、

退
会
者
が
出
る
の
か
、
役
員
の
成
り
手

が
い
な
い
の
か
な
ど
、
本
当
の
理
由
、

原
因
を
究
明
し
、
市
民
が
満
足
す
る
手

立
て
を
打
つ
べ
き
時
が
来
た
の
で
は
。

各
自
治
会
の
課
題
は
、
地
域
特
性
で
異

な
る
た
め
、
市
は
一
律
に
対
策
で
き
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
中
で
「
あ

り
た
い
姿
」
を
話
し
合
う
こ
と
が
最
も

重
要
。
市
は
、
自
治
会
長
同
士
が
交
流

で
き
る
場
を
設
け
、
自
治
会
と
共
に

「
入
り
た
く
な
る
自
治
会
」
、
「
入
っ

て
よ
か
っ
た
自
治
会
」
を
目
指
す
。

空
き
家
対
策
へ
の
取
組
は
。

引
き
続
き
現
行
制
度
を
活
用
し
問
題
解

決
に
あ
た
る
ほ
か
、
空
き
家
の
有
効
な

利
活
用
の
P
R
を
し
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

東
西
庁
舎
の
配
置
換
え
に
よ
る
効
果
や

市
民
か
ら
の
意
見
は
。

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
等
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
る
。
一
方
、
福
祉
の
窓
口
が
遠
く

な
っ
た
等
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
厚
み

あ
る
重
層
的
支
援
体
制
で
対
応
で
き
る

こ
と
を
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
く
の
か
。

財
政
状
況
の
改
善
だ
け
で
は
な
く
将
来

に
渡
り
こ
こ
で
暮
ら
す
方
の
ふ
る
さ
と

で
あ
り
続
け
る
た
め
、
今
後
も
社
会
情

勢
に
注
視
し
こ
の
ま
ち
の
未
来
の
た
め

に
行
財
政
改
革
を
継
続
し
て
い
く
。

本
市
に
火
葬
場
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

超
高
齢
化
で
の
処
理
や
費
用
負
担
の
不

公
平
感
を
ど
う
対
処
す
る
か
。

立
地
条
件
、
膨
大
な
費
用
、
維
持
管
理

費
等
、
市
単
独
に
よ
る
整
備
は
非
常
に

厳
し
い
。
近
隣
の
自
治
体
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
広
域
的
な
視
野
を
持
ち
、

折
衝
し
て
い
き
た
い
。

熊
之
庄
の
公
園
用
地
買
収
の
状
況
は
。

公
園
整
備
は
計
画
的
に
進
め
、
ま
ず
着

手
し
た
都
市
公
園
の
整
備
を
確
実
に
完

了
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

名
鉄
犬
山
線
の
高
架
事
業

合
併
20
年
。
こ
の
あ
た
り
で
実
行
性
の

あ
る
解
決
策
に
切
り
替
え
て
は
。

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
再
配
置
や
雨

水
対
策
な
ど
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
業
、

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
事
業
を
優
先

的
に
進
め
る
た
め
、
鉄
道
連
続
立
体
交

差
事
業
は
先
送
り
し
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
歩
行
者
の
安
全
対
策
に
向
け
、
有

効
な
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
者

と
協
議
を
進
め
た
い
。

代表質問

永
津　
正
和（
市
政
ク
ラ
ブ
）　　

質
問
者

市
長

答
弁
者

問答

問問 答

問答問答問問 答

問 答答

答問答

問答問答
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行
財
政
改
革

こ
れ
ま
で
の
改
革
が
与
え
、
こ
れ
か
ら

の
改
革
が
与
え
る
で
あ
ろ
う
「
痛
み
」

を
慮
っ
て
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
に
改

革
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
な
る
よ
う
に
考
慮
し
な
が
ら
、
将

来
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
考
え
て

進
め
て
い
る
。
対
話
を
通
じ
て
「
痛

み
」
を
乗
り
越
え
た
先
に
は
、
本
市
の

明
る
い
未
来
が
あ
る
こ
と
を
市
民
と
共

有
し
、
と
も
に
進
め
た
い
。

子
育
て
・
教
育
分
野

養
護
教
諭
の
資
格
を
持
つ
講
師
2
名
に

学
校
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
め
る
か
。

経
験
豊
富
な
講
師
の
指
導
・
助
言
に
よ

り
各
学
校
の
養
護
教
諭
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
こ
と
は
、
ど
の
施
策
よ
り
も
学

校
保
健
体
制
の
充
実
に
つ
な
が
る
。

全
中
学
校
に
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師
を
配
置
す
る
効
果
は
。
他
校
を
希

望
す
る
生
徒
に
対
し
転
校
は
可
能
か
。

教
室
復
帰
の
準
備
の
場
と
す
る
と
と
も

に
学
校
と
の
つ
な
が
り
が
強
ま
る
。
就

学
校
と
距
離
を
置
く
転
校
は
認
め
て
い

な
い
。

学
校
給
食
は
教
育
活
動
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
あ
っ
て
、
授
業
料
や
教
科
書

代
と
同
じ
く
無
償
化
す
べ
き
で
は
。

国
で
小
学
校
給
食
費
無
償
化
後
、
中
学

校
へ
の
拡
充
も
議
論
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
今
後
の
国
の
動
向
に
注
視
す
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

防
災
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
は
ど
の
よ
う

に
増
や
し
て
い
く
の
か
。

総
合
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
訓
練
、
防

災
講
話
等
で
防
災
ア
プ
リ
の
利
便
性
を

周
知
し
、
登
録
者
数
を
増
や
し
た
い
。

避
難
所
・
避
難
生
活
の
環
境
改
善
の
取

組
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

施
す
る
た
め
の
取
組
は
。

環
境
改
善
に
寄
与
す
る
備
蓄
品
の
計
画

的
な
配
備
を
進
め
て
い
く
。
市
防
災
計

画
に
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て
新
た
に
記
載
し
た
。

市
独
自
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
県
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
に
よ
り
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
の
か
。

現
在
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
つ
い
て

の
議
論
を
始
め
た
と
こ
ろ
。

県
制
度
に
限
ら
ず
事
実
関
係
に
基
づ
い

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

沖
村
西
部
地
区
の
街
区
公
園
の
計
画
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

多
目
的
広
場
、
幼
児
用
遊
具
広
場
、
児

童
用
遊
具
広
場
に
エ
リ
ア
分
け
し
、
西

側
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
緑
道
、

中
央
に
待
ち
合
わ
せ
広
場
を
整
備
す
る
。

多
世
代
が
利
用
し
、
交
流
の
場
と
な
る

も
の
と
考
え
る
。

ト
イ
レ
や
水
飲
み
場
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
公
園
が
多
い
が
、
利
便
性
を

高
め
る
た
め
必
要
と
考
え
る
。

児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の

適
正
配
置
を
検
討
す
る
中
で
、
地
元
と

も
慎
重
に
協
議
を
重
ね
る
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
急
増
す

る
「
2
0
2
5
年
問
題
」
の
年
で
あ
る
。

昨
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産
・
休
廃
業

は
過
去
最
多
で
、
介
護
難
民
や
介
護
離

職
の
増
加
を
懸
念
す
る
。
本
市
の
対
応

は
。

本
市
で
事
業
所
の
倒
産
等
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
」
に
向
け
、
地
域
、
関
係
機

関
、
事
業
者
等
と
の
連
携
、
協
働
に
よ

り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

代表質問

令
和
7
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
μ
―base

」の
運
営

今
後
の
支
援
策
や
運
営
体
制
強
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

多
様
な
主
体
が
集
い
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
集
積
す
る
こ
と
が
体
制
の
強
化

に
繋
が
る
と
考
え
、
周
知
啓
発
に
努
め

る
。
よ
り
多
く
の
市
民
、
団
体
、
企
業

に
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
登
録
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
理
解
と
協
力
を
賜
り
た
い
。

子
育
て
・
教
育
分
野

中
学
校
体
育
館
の
空
調
機
整
備
に
つ
い

て
、
維
持
管
理
費
や
電
力
消
費
の
対
応

策
も
視
野
に
入
れ
た
今
後
の
計
画
は
。

低
額
な
都
市
ガ
ス
式
を
採
択
し
、
災
害

等
の
利
用
を
見
据
え
停
電
時
も
使
用
が

可
能
。
学
校
教
育
以
外
の
使
用
で
は
料

金
を
徴
収
す
る
こ
と
か
ら
財
源
確
保
と

と
も
に
過
剰
な
使
用
を
抑
止
し
、
長
期

的
に
安
定
し
た
運
営
を
見
込
む
。

I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
学
び
を
進

め
る
た
め
の
取
組
と
今
後
の
計
画
は
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
、
教
育
指
導

員
、
I
C
T
支
援
員
の
巡
回
支
援
の
ほ

か
、
市
情
報
教
育
（
情
報
科
）
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
更
新
し
、
個
に
応
じ
た
指
導

の
充
実
を
図
る
。

学
校
現
場
に
新
た
に
配
置
さ
れ
る
巡
回

型
講
師
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
講

師
に
よ
る
効
果
や
評
価
体
制
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

児
童
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

保
健
室
の
体
制
強
化
と
、
不
登
校
傾
向

の
生
徒
が
登
校
や
教
室
復
帰
に
向
け
て

焦
ら
ず
安
心
し
て
準
備
で
き
る
こ
と
に

効
果
が
あ
る
。
利
用
人
数
復
帰
人
数
等

の
指
標
で
検
証
し
、
過
程
や
手
法
を
関

係
者
で
共
有
し
て
い
く
。

児
童
館
を
学
校
施
設
内
に
集
約
す
る
こ

と
で
、
自
由
な
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

学
校
施
設
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

N
P
O
と
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

活
か
し
な
が
ら
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
実
証
事
業
を
行
う
。

防
災
対
策
の
強
化

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け

る
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
配
慮
は
。

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
聞
き
取
り

や
す
く
、
防
災
ア
プ
リ
で
音
声
や
文
字

情
報
が
配
信
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者

に
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。

耐
震
改
修
工
事
補
助
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
補
助
対
象
を
選
定
し
、
効
率
的

か
つ
公
平
に
進
め
る
か
。

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
に
対
処
し
、
耐
震
化
を
促
進
す
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

手
数
料
や
利
用
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

導
入
に
際
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

窓
口
に
お
い
て
丁
寧
な
説
明
や
利
用
案

内
の
掲
示
な
ど
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
に

つ
い
て
、
接
種
普
及
と
啓
発
の
強
化
は
。

対
象
者
へ
は
個
別
に
案
内
し
、
広
報
や

公
式
L
I
N
E
、
医
療
機
関
の
協
力
も

得
な
が
ら
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

市
制
20
周
年
記
念
事
業

市
民
が
参
加
で
き
る
機
会
を
、
ど
の
よ

う
に
提
供
す
る
予
定
か
。

市
民
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
企
画
・
運
営

や
、
歩
き
や
す
い
地
形
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
、
市
民
が
出
演
で
き
る
映
像
作

品
の
制
作
を
考
え
て
い
る
。
名
古
屋
芸

術
大
学
生
が
考
案
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
8
月
10
日
の
ハ

ー
ト
の
日
に
発
表
す
る
。

将
来
の
庁
舎
体
制
の
方
向
性
へ
の
検
討

外
部
有
識
者
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
に
向
け
た
状
況
は
。

委
員
会
で
は
、
今
後
の
庁
舎
の
あ
り
方

に
つ
い
て
そ
の
方
向
性
を
示
す
提
言
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
み
や　
文
枝（
公
明
党
）　

質
問
者

市
長

答
弁
者

問答

問問 答答

問答問答問答問

答答 問

問 答

答

問問 答問問問 答

問問問 答

問問 答

問答

答問答

答答答

答 代表質問

令
和
7
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

伊
藤　
大
輔（
立
憲
民
主
党
）

質
問
者

市
長

答
弁
者
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物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響

物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
生
活
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
か
。

幅
広
い
世
帯
や
収
入
層
に
影
響
し
て
い

る
。
低
所
得
世
帯
へ
の
給
付
事
業
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を

実
施
し
、
市
内
消
費
を
喚
起
し
、
幅
広

い
世
代
や
市
内
中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
所
を
支
援
す
る
。

安
心
の
子
育
て
・
教
育

小
学
校
体
育
館
に
も
早
期
に
エ
ア
コ
ン

設
置
す
べ
き
で
は
。

中
学
校
体
育
館
に
設
置
後
の
稼
働
状
況

や
国
の
補
助
金
等
を
十
分
に
考
慮
し
た

上
で
、
設
置
を
検
討
し
た
い
。

外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）
派
遣
業

務
委
託
は
、
継
続
し
て
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
や
地
域
に
根
差
し
た
専
門
性
の

発
揮
が
難
し
く
な
る
の
で
は
。

協
議
中
の
業
者
か
ら
授
業
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
機
会
の
提
案
が
あ
る
。
児

童
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
充
実
、
教
員
と
の
良
好
な
関
係
性
を

構
築
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
正
規
職
員
と
し

て
雇
用
し
、
不
安
定
で
賃
金
の
低
い
派

遣
労
働
へ
の
切
替
は
改
め
る
な
ど
、
行

政
が
労
働
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
べ
き
で
は
。

以
前
よ
り
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
、
必
要
に
応
じ
人
材
確

保
に
努
め
て
い
る
。
派
遣
労
働
へ
の
切

替
は
、
各
事
業
の
業
務
内
容
を
精
査
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
へ
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
講

師
を
新
設
置
す
る
が
、
小
学
校
に
も
不

登
校
支
援
は
重
要
と
考
え
る
が
、
支
援

拡
充
の
考
え
は
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」
の

統
括
指
導
員
が
学
校
を
巡
回
し
、
児
童

生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
足
を
運
ん
で

傾
聴
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

独
自
性
と
実
践
交
流
等
に
よ
っ
て
発
展

し
て
き
た
児
童
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
豊

か
な
活
動
が
、
学
校
施
設
内
に
移
転
し

て
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

児
童
館
の
「
誰
で
も
」
「
自
由
に
」
遊

び
に
行
け
る
特
性
を
持
続
す
る
た
め
、

N
P
O
と
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
検

討
し
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
実
証
を
行
う
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

組
立
式
仮
設
給
水
槽
な
ど
新
た
な
備
蓄

設
備
の
拡
充
な
ど
、
災
害
を
教
訓
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
考
え
る
か
。

調
査
・
研
究
を
重
ね
、
避
難
所
に
お
け

る
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

被
災
者
支
援
の
一
覧
化
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
設
置
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
周

知
と
体
制
の
充
実
が
重
要
で
は
。

相
談
窓
口
の
設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

掲
示
板
、
防
災
ア
プ
リ
等
に
制
度
を
一

覧
化
し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
周
知
に
努

め
る
と
と
も
に
、
災
害
規
模
に
応
じ
た

被
災
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

道
路
陥
没
事
故
防
止
の
た
め
、
下
水
道

の
安
全
性
と
緊
急
点
検
の
必
要
性
は
。

腐
食
の
恐
れ
が
高
い
管
渠
に
つ
い
て
緊

急
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
現
時
点
で

道
路
陥
没
等
が
発
生
す
る
よ
う
な
予
兆

は
発
見
さ
れ
て
な
い
と
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、
今
後
も
継
続
的
に
点
検
を
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉

国
民
健
康
保
険
税
は
、
来
年
度
か
ら
減

免
制
度
を
廃
止
し
、
低
所
得
者
に
は
増

税
と
な
る
。
市
民
の
困
難
に
寄
り
添
う

考
え
は
。

本
市
の
国
保
運
営
は
、
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
加
入
者
以
外
も
負
担
し

て
い
る
現
状
。
減
免
が
受
け
ら
れ
る
世

帯
と
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
と
の
格
差
も

拡
大
す
る
た
め
、
2
割
減
免
制
度
は
令

和
7
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

生活安全

「
ど
う
な
っ
た
火
葬
場
」
か
ら
検
討
委
員
会

設
置

市
長

地
方
自
治
体
に
お
け
る
生
成
A
I
の
活
用

は
急
速
に
進
み
、職
員
の
負
担
軽
減
、意
思
決

定
の
質
の
向
上
、
よ
り
効
果
的
な
政
策
策
定

や
予
算
編
成
な
ど
、
人
口
減
少
社
会
で
行
政

水
準
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
り
、

本
市
で
も
積
極
的
な
推
進
を
期
待
す
る
。

①
生
成
A
I
の
導
入
の
是
非

人
材
育
成
、予
算
確
保
、情
報
管
理
体
制
の

整
備
な
ど
の
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、
担
当
課

に
お
い
て
の
活
用
と
導
入
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

②
生
成
A
I
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

導
入
に
際
し
て
は
、
規
定
に
基
づ
き
適
切

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
懸
念
す
る
の
は

未
承
認
ツ
ー
ル
類
の
蔓
延
で
あ
る
。早
急
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
が
必
要
で
は
。

③
庁
内
で
要
望
を
聞
く
取
組

職
員
か
ら
利
用
に
つ
い
て
の
要
望
・
提
案

は
取
り
ま
と
め
て
い
る
か
。

①
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
生
成
A
I
を
利
用

で
き
る
か
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
い
る
。今

後
も
導
入
や
運
用
に
向
け
て
ツ
ー
ル
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

②
県
や
先
行
自
治
体
を
参
考
に
職
員
が
安
全

に
利
用
で
き
る
環
境
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
ツ
ー
ル
の
利
用
で
難
し
い
面
も
あ
る
が
、

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

・
外
部
有
識
者
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て

※
生
成
A
I
と
は
…
学
習
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
テ
キ
ス

ト
や
画
像
な
ど
新
た
な
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
A
I

（
人
工
知
能
）の
こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

財
政
状
況
の
悪
化
や
家
族
形
態
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
従
来
の
考
え
の
ま
ま
で

は
、
火
葬
場
未
整
備
の
解
決
は
困
難
に
な
っ

て
い
る
。今
後
多
死
社
会
の
突
入
、大
規
模
災

害
等
、火
葬
場
が
未
整
備
な
の
は
、深
刻
な
問

題
。令
和
5
年
度
に
行
政
改
革
推
進
委
員
会

で
も
対
策
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
市
長
は

「
紳
士
協
定
の
中
で
豊
山
町
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、現
実
は
厳
し
い
。市
内

に
設
置
す
る
の
も
難
し
い
が
、
大
規
模
災
害

等
へ
の
対
応
を
考
慮
す
る
と
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
今
後
の
火
葬
場
の
在
り
方
や
火
葬
事

務
の
方
向
性
等
、現
状
分
析
を
行
い
、検
討
委

員
会
の
設
置
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

火
葬
場
を
有
す
る
近
隣
の
自
治
体
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
で
、
多
死
社
会
の

到
来
及
び
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
を
鑑
み

る
と
、重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

平
時
及
び
災
害
時
に
お
け
る
火
葬
場
の
利

用
に
つ
い
て
、
周
辺
の
火
葬
場
を
有
す
る
自

治
体
等
と
友
好
的
な
関
係
を
築
く
た
め
、
地

道
に
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
広
域
連
携
の

可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
が
、
本
市
の
整
備

方
針
も
定
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
や
み
く
も

に
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
り
も
、
火
葬

場
所
有
自
治
体
の
苦
労
や
周
辺
住
民
の
気
持

ち
も
推
し
量
る
洞
察
力
を
持
ち
つ
つ
、
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
。

総合政策

　
桂
川　
将
典
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

生
成
Ａ
Ｉ
※
の
導
入
、
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

情
報
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田　
薫
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

問答

問答

問答

問答問答 答

問答問問 答

問答問答 代表質問

令
和
7
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

渡
邉　
麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

質
問
者

市
長

答
弁
者
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福祉こども

子
ど
も
・
保
護
者
か
ら
選
ば
れ
る
園
に

な
る
た
め
に

教育部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
利　
公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

児
童
生
徒
の
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

熊
澤　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

生活安全

地
域
の
見
守
り
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

福祉こども　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
た　
り
え
（
公
明
党
）

徘
徊
の
早
期
発
見
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水　
晃
治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

教
育
部
次
長

福
祉
こ
ど
も
部
次
長

保
育
士
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
。

②
保
護
者
が
不
登
校
の
兆
候
を
感
じ
た
場
合

の
相
談
で
き
る
窓
口
は
ど
こ
か
。

③
保
護
者
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
の
支
援

の
取
組
は
。保
護
者
の
集
ま
り
悩
み
を
共
有

で
き
る
場
を
企
画
し
て
ほ
し
い
。

④
児
童
生
徒
が
登
校
し
た
い
と
思
っ
た
時
の

新
た
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
は
。

⑤
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
は
。

⑥
不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
や
解
消
に
向
け

た
取
組
の
方
向
性
は
。

①
令
和
5
年
度
は
3
7
1
人
で
、
令
和
3
年

度
と
比
較
し
て
約
1.4
倍
。

②
担
任
を
中
心
と
し
た
学
校
が
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
養
護
教
諭
も
含
め
て
対
応
す

る
ほ
か
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
若

者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

③
令
和
6
年
度
、
公
認
心
理
師
を
講
師
に
相

談
会
を
実
施
。取
組
が
あ
れ
ば
企
画
さ
れ
る

方
と
協
議
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
協
力
で

き
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
。

④
全
中
学
校
に
、
教
室
に
入
り
づ
ら
い
生
徒

を
受
け
入
れ
る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
け
る
。

⑤
各
学
校
で
児
童
生
徒
の
様
子
や
学
習
内
容

等
を
把
握
、
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
と
の
つ

な
が
り
に
積
極
的
に
努
め
て
い
る
。

⑥
不
登
校
の
要
因
が
複
雑
化
し
、
一
変
し
て

減
少
や
解
消
は
難
し
い
が
、
学
校
と
教
育
委

員
会
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
。

今
ま
で
は
子
ど
も
の
数
が
多
く
積
極
的
に

入
園
さ
せ
る
取
組
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
は

そ
う
い
っ
た
考
え
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い

時
代
に
な
る
。そ
の
た
め
、園
の
情
報
、取
組

が
分
か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
保
育
の
質
の
向

上
、保
護
者
の
満
足
度
向
上
、子
ど
も
の
成
長

の
可
視
化
な
ど
が
最
も
重
要
と
考
え
る
。

①
本
市
の
保
育
の
現
状
は
。

②
保
護
者
の
園
に
対
し
て
の
意
見
は
。

③
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、子
ど
も
、保
護
者
か
ら

選
ば
れ
る
園
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
令
和
6
年
度
よ
り
、
自
ら
考
え
自
ら
行
動

す
る
力
や
、非
認
知
能
力
を
伸
ば
す「
主
体
的

保
育
」を
実
施
し
、小
学
校
教
育
の
基
礎
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
ほ
か
、
一
日
保
育
士
体
験

で
保
護
者
に
保
育
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
園
舎
の
修
繕

や
駐
車
場
不
足
、
防
犯
や
安
全
面
へ
の
強
化

の
要
望
が
あ
り
、
保
育
内
容
に
つ
い
て
は
約

9
割
が
満
足
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
主
体
的
保
育
を
よ
り
進
め
、
特
色
あ
る
育

み
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
育
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
活
用
し
広
く
周
知
す
る
工
夫
を
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

・
保
育
士
を
希
望
さ
れ
る
方
か
ら
選
ば
れ
る

園
に
な
る
た
め
に

・
既
存
職
員
か
ら
選
ば
れ
る
園
に
な
る
た
め

に

本
市
に
お
い
て
徘
徊
高
齢
者
等
事
前
登
録

制
度
は
あ
る
が
、
徘
徊
し
て
い
る
高
齢
者
を

保
護
し
た
と
し
て
も
、
本
人
と
意
志
の
疎
通

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
行
方
不
明
者
届
が
出

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
思

う
。青
森
県
弘
前
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
爪
Q
シ
ー
ル
」は
、
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど

が
保
護
さ
れ
た
場
合
に
、
す
ば
や
く
個
人
を

特
定
す
る
た
め
に
固
有
の
番
号
が
表
示
さ
れ

る
Q
R
コ
ー
ド
の
シ
ー
ル
で
、「
常
に
身
に
つ

け
て
い
る
」
状
態
を
実
現
で
き
る
た
め
身
元

特
定
と
緊
急
時
の
対
応
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
、非
常
に
有
効
な
手
段
に
な
る
と
感
じ
る
。

こ
の
活
用
で
早
期
発
見
対
策
が
必
要
で
は
。

Q
R
コ
ー
ド
付
き
シ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
徘
徊
高
齢
者
の
迅
速
な
身
元
確
認
に

つ
な
が
る
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

徘
徊
高
齢
者
を
発
見
、声
掛
け
を
し
、通
報
す

る
方
が
お
お
む
ね
一
般
市
民
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う

地
域
で
見
守
る
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

今
後
も
認
知
症
等
へ
の
理
解
を
深
め
、
認

知
症
施
策
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の
連
携
、情
報

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
Q
R
コ
ー
ド
付
き
シ

ー
ル
等
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
に

繋
が
る
よ
う
、
そ
の
効
果
性
を
見
極
め
つ
つ

研
究
に
努
め
た
い
。

社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
自
治
会
の
加
入

率
は
年
々
低
下
し
、
本
市
で
も
自
治
会
に
よ

っ
て
は
実
質
加
入
率
が
50
％
を
下
回
っ
て
い

る
地
域
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

自
治
会
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
に

依
存
し
な
い
新
た
な
地
域
見
守
り
体
制
は
、

全
国
で
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
、
本
市
も

地
域
特
性
に
合
っ
た
施
策
の
選
択
が
重
要
。

①
自
治
会
が
縮
小
し
た
場
合
、
地
域
の
見
守

り
機
能
を
ど
の
よ
う
に
補
完
す
る
考
え
か
。

②
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
進
め
て
い
く
考
え
か
。

③
自
治
会
が
存
在
し
な
け
れ
ば
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
の
効
果
も
な
い
。行
政
側
か
ら
も
あ

ら
ゆ
る
手
を
使
っ
て
維
持
す
べ
き
で
は
。

①
昨
年
の
市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
団

体
や
関
係
機
関
、企
業
が
連
携
し
た
よ
う
に
、

多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
機
能

を
持
ち
寄
っ
て
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
。

②
多
様
な
主
体
に
よ
る
取
組
が
必
要
。市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
自
治
会
と
の
連

携
や
自
治
会
同
士
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
個
人
、団
体
、企
業
に
も
働
き
か
け
る
。

③
市
も
自
治
会
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
。

・
地
域
の
見
守
り
体
制
の
継
続
的
発
展
の
た

め
に

・
消
防
団
員
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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建
設
部
次
長

市
長

①
所
管
部
長
に
よ
る
行
政
協
議
会
と
所
管
課

長
に
よ
る
消
防
整
備
計
画
検
討
会
で
の
報
告

を
受
け
た
回
数
と
そ
の
内
容
は
。

②
築
50
年
以
上
経
過
の
建
物
に
接
し
た
車
庫

内
で
の
消
防
車
両
の
被
災
防
止
対
策
は
。

③
消
防
車
両
を
テ
ン
ト
式
倉
庫
で
保
守
管
理

が
で
き
な
い
か
。

④
燃
料
備
蓄
な
ど
の
確
保
対
策
は
。

①
行
政
協
議
会
の
相
談
及
び
報
告
、
組
合
予

算
案
及
び
2
次
救
急
医
療
補
助
の
経
緯
説
明

及
び
相
談
の
計
4
回
。消
防
整
備
計
画
検
討

会
は
、
今
後
の
方
針
を
継
続
し
て
協
議
し
て

い
る
旨
報
告
を
受
け
て
い
る
。

②
耐
震
診
断
の
結
果
、
一
般
建
築
物
の
耐
震

基
準
以
上
で
あ
る
と
認
識
し
、
耐
震
補
強
等

は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

③
耐
震
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
が
今
後
の

庁
舎
整
備
方
針
と
合
わ
せ
検
討
す
る
。

④
西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
と
株
式
会
社

J
A
西
春
日
井
エ
ナ
ジ
ー
と
災
害
時
車
両
用

燃
料
等
の
優
先
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。引
き
続
き
構
成
市
町
で
慎
重
に

遅
滞
な
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
市
民
等
へ
の
援

助
体
制
の
構
築
を

・
被
災
し
負
傷
さ
れ
た
市
民
の
救
助
及
び
援

助
対
応
に
つ
い
て

・
現
在
の
指
定
避
難
所
の
災
害
対
応
の
備
蓄

用
品
の
種
類
は

子
育
て
世
帯
を
は
じ
め
、
幅
広
い
年
代
の

方
か
ら「
公
園
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
る
。令
和
7
年
度
、沖
村
西
部
地

区
内
で
公
園
を
整
備
す
る
と
示
さ
れ
た
が
、

他
の
地
域
で
も
検
討
が
さ
れ
て
い
る
も
の
を

早
期
に
整
備
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

幅
広
い
年
代
の
多
様
な
声
に
基
づ
い
て
整

備
す
る
に
は
、関
係
部
署
と
協
力
し
、多
く
の

ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
。住
民
と
一

緒
に
公
園
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
取

組
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
か
。

都
市
公
園
の
整
備
は
、市
内
全
域
、幅
広
い

世
代
よ
り
要
望
を
い
た
だ
く
。市
内
に
は
都

市
公
園
の
ほ
か
、児
童
遊
園
、運
動
広
場
が
あ

り
、用
途
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、要
望
も

用
途
に
応
じ
、
分
類
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。整
備
に
あ
た
っ
て
は
、多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
利
用
用
途
な
ど
を
検
討

す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

防
災
対
策
、ス
ポ
ー
ツ
、子
育
て
支
援
、障
害
・

高
齢
福
祉
な
ど
、
様
々
な
関
係
部
署
と
の
横

断
的
な
連
携
が
不
可
欠
と
な
る
。

今
後
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、多
角
的
な
視
点
か
ら
、関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
幅
広
い
世
代

の
方
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

・
東
庁
舎
へ
の
行
き
づ
ら
さ
を
解
消
す
る
取

組
を

妊
婦
や
小
児
の
中
で
も
特
定
の
障
害
を
持

つ
子
ど
も
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
。発
症
を
予
防
で
き
れ
ば
、重

症
化
や
死
亡
者
数
が
減
り
、
子
ど
も
医
療
費

を
無
償
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
財
政
へ
の

負
担
を
抑
え
る
た
め
に
も
大
切
な
支
援
で
あ

り
、
助
成
対
象
を
ハ
イ
リ
ス
ク
者
で
あ
る
障

害
児
や
妊
婦
に
限
定
す
る
こ
と
で
財
政
負
担

を
抑
え
つ
つ
高
い
効
果
を
発
揮
で
き
、
接
種

費
用
の
助
成
は
合
理
的
な
取
組
と
考
え
る
。

障
害
の
あ
る
子
を
育
て
る
世
帯
は
一
般
的

な
子
育
て
と
比
べ
て
日
常
的
な
金
銭
的
負
担

が
大
き
く
就
労
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。妊

婦
は
出
産
や
育
児
に
向
け
多
額
の
費
用
を
必

要
と
す
る
時
期
で
あ
り
、
接
種
助
成
は
健
康

を
守
る
こ
と
と
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
両

面
で
意
義
の
あ
る
取
組
と
考
え
る
。市
の
考

え
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症
化

し
や
す
い
障
が
い
児
や
胎
児
に
ま
で
影
響
が

及
ぶ
危
険
性
が
あ
る
妊
婦
の
予
防
接
種
の
助

成
は
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
要
望

や
各
種
健
康
保
険
組
合
の
補
助
拡
充
な
ど
を

ふ
ま
え
て
調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
る
。現

時
点
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
の
接
種
勧
奨
に
努
め
、手
洗
い
、う
が
い
、

人
混
み
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
、
適
度
な
睡
眠

な
ど
基
本
的
な
予
防
対
策
の
意
識
を
高
め
、

市
民
自
ら
健
康
を
守
る
た
め
の
行
動
が
と
れ

る
よ
う
、引
き
続
き
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

生活安全

住
民
参
加
に
よ
る
都
市
公
園
整
備
の
進
め
方
は

生活安全

沢
田　
哲
（
無
会
派
）

広
域
事
務
組
合
管
理
者
間
で
の
1
年
間
の

協
議
回
数
と
内
容　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
渕　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

市民健康

妊
婦
な
ど
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成

　
ひ
ろ
た　
幸
治
（
無
会
派
）

●FAX（0568）23-3140
●メール　giji@city.kitanagoya.lg.jp

議会事務局

議会だよりをより充実させるため、皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

皆様の声をお聞かせください

その他たくさんの
貴重なご意見、ご提案を
いただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

モニター意見箱  ～第1回定例会～

健
康
課
長

審議する議員の様子
からは、

選挙ポスターだけで
は分からなかった

議員の特色が伝わり
、次回の選挙も

一段と興味がわいた
。

公共事業の計画を

身近に感じられた。

財政事情が厳しい中での行政の苦労が分かった。

議会資料を見ながら
傍聴できるのが良い。

市が抱える問題が浮
き彫りに

なっていて興味深か
った。

ご
意
見
箱
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総務常任委員会

福祉教育常任委員会

■現状の課題

■取 組 の 柱

①国の仕様の改版、法改正によるプログラム修
正等、開発業者の遅延

②職員全体のICTリテラシーや基礎的なスキル
の向上が必要（職員の意識改革）

①利用者の利便性向上
②行政事務の見直しやデジタル化による効率化
③職員の意識改革

令和5年10月に「北名古屋市DX基本方針」を策定

令和6年9月18日
自治体DXの推進について

所管事務調査とは、市から提案された予算案や条例案などの議案を審査
するのとは違い、委員会が所管する事務について自主的に行う調査です。
前号では先進地へ行政視察をした内容を掲載しましたが、視察以外にも
各委員会が調査を行っています。今号は、令和6年に調査した内容を掲載
します。

委員会活動報告　令和6年中の所管事務調査

会議録

録画配信

●本市の現状

幼児期の教育課程から小学校教育への接続への課題に対応するため、令和3年9月に北名古
屋市版スタートカリキュラムを編成した。
子供の発達特性や幼児期からの学びと育ちを踏まえカリキュラムを編成したことが特徴で、子供

の成長の姿を診断、評価しながら学習活動を展開することができる。
あわせて、幼児期から児童期に、子供の何をつなげなければならないか、そのために何をどう変

えていくのか、その方法や考え方がまとめてある。 （質疑なし）

●本市の現状

質疑
今後進める中で難しい
と感じていることは?

職員のデジタル的なス
キルやICTを使う力が
まだ足りないと思ってお
り、多くの職員を教育す
るための手段を模索し
ている。

Q

A

建設常任委員会

職員の被災等により、避難所開設の
遅れなど職員だけでの避難所開設や
運営が困難。避難所運営委員会の迅
速な立ち上げが現状難しい。
自主防災会や団体との連携を積極

的に進めている地域がある一方、連携
が出来ていない地域が存在する。

令和6年9月17日
地域住民による避難所運営委員会の組織について

会議録

録画配信

会議録

録画配信

●本市の課題 質疑
自治会のような大きな組織ではなく、日頃絶えず
顔を合わせられる、コンパクトで気の合う人を集め
た協働隊のような組織を作った方が良いのでは?

様々な得意分野がある団体があるため、避難所運
営委員会の中でそういう団体との連携を模索して
いただくことが良いと考える。

Q

A

乗車人数

乗 車 率
朝便 27.1%
昼便 26.4%
夕便 17.1%

223,676人
うち無料乗車

36,116人 16.1%

コミュニティバス・デマンド交通について

●本市の現状（きたバス） (令和5年度)

利用者の減少への対応・運転手の確保・きたバス料
金の見直し・生活道路の法定速度規制への対応・環境
負荷軽減への対応・キャッシュレス決済の拡大　等

●本市の課題

質疑
公共交通のあり方の研究の一つとして、デマン
ド交通について市当局の考えは?

デマンド交通は、利用者の利便性向上だけでな
く、事業者にとっても事業効率が向上すると思
われる。
全国でさまざまな形でデマンド交通の取組が
行われており、今後、計画を策定していく中で、
本市にとってどういう形態が一番望ましいの
か、どういう形態が利用されやすいのかをしっ
かり研究していく必要があると考える。

Q

A

令和6年12月16日
地域公共交通計画について

●本市の現状
令和7年3月に計画を策定予定。

「計画の特徴」
利用者の減少や運転者不足の深刻化
によって民間事業者のサービス継続
が困難となる中、官と民との共創、交
通事業者間の共創、他分野を含めた
共創により、持続可能で地域にとって
望ましい公共交通の姿を描く。

質疑
幅広い年代、地域のニーズを聞くために、具体的
に何をやるべきと考えるか?

地域公共交通会議の中で諮っていくことになる
が、現段階で事務局としては、子育て世代や、高
齢者団体、民生児童委員などの市民団体と交通
事業者が直接意見交換するワークショップ等を開
いて、市民の声を拾っていく取組を考えている。

Q

A

■個人住民税の減収見込額
市民税△16億2千万円
県民税△10億8千万円

■地方交付税への影響
国から75%は補填されると見込んでいるが、
5%(4億円)減収となる。

■その他の影響
市民税の課税・非課税等を基準にしている事業
に影響が及ぶ。（就学援助及び特別支援教育就学
奨励費・介護用品支給支援事業・障害(児)者扶
助料支給事業　等）

令和6年12月17日
年収103万円の壁見直しによる地方財政への影響について

令和6年9月13日
子ども教育の連携（幼保小中の連携）の推進について

会議録

録画配信

会議録

録画配信

●本市への影響 質疑
本市の財政規模で億単位の影響が出
るということは、国から情報がないか
ら分からないではなく、最悪な状況も
含めて、現在市当局が示している中
期試算、公共施設適正配置、行財政
改革実行プランなどの早急な見直し
が必要では?

どういった事業にどれだけの影響が
あるのか、多方面に検討して、見直し
が必要であると考えている。

Q

A

協議内容の詳細は、市議会ホームページから会議録や録画配信でご覧いただけます。
行政視察の内容は、議会だより「きたしる」vol.94（2月1日発行）に掲載しました。
議会だより「きたしる」のバックナンバーも市議会ホームページから
ご覧いただけます。
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アンケートはこちらから
◎3分程度の簡単なアンケートです

◆一人でも楽しめるカフェや図書館、ワークスペースが
充実したまちで暮らしたい

◆地域の祭りや伝統行事が盛んなまちにしたい
◆若者が集まりやすいイベントやコミュニティが欲しい
など、 あなたが暮らしたいまちの理想をお聞きしています。
集計結果は意見交換会の際に発表し、この結果をもとに
話し合う予定です。
あなたの意見が意見交換会をつくります。

アンケートにご協力くださいそうでない方も
参加する方も、

議会活動報告
市議会モニターさんと意見交換を行いました 開 かれた議 会を目 指す

本市の犯罪情勢と防犯対策について学びました 議 員 研 修

令和6年4月より本市議会の会議を傍聴していただいている市議会モニターさんと正副議長・議会運
営委員会委員長が市議会の運営や広報について、意見交換を行いました。
いただいたご意見を一部紹介します。

社会科の授業が議場で行われました
師勝中学校3年生の社会科公民の授業が、市
議会の議場を使って行われました。3日間にわ
たり計195名の生徒の皆さんに議会の雰囲気
を味わっていただくことができました。
中学生からの「議員の仕事に就くためには、ど
のくらい勉強すればできるのでしょうか?」とい
う質問に対しては、議会を代表して副議長が
「住んでいるまちや市民の生活をより良くした
いという情熱があってこそできる仕事であり、
人としての魅力を身に着ける事、地域の課題に
関心を持つ事、コミュニケーション能力が必要」
と答弁しました。

“闇バイト”で集まった若者たちによる強盗事件や、
詐欺電話による被害が後を絶ちません。安全で安
心な地域社会の実現には、警察、防犯協会などの
関連機関の連携を強化し、防犯活動を充実するとと
もに、自分が住む地域は自ら守る意識を持つことが
重要と言われます。
各議員が今後の安全・安心なまちづくりに向けた
取組みの参考となるよう、西枇杷島警察署生活安
全課長より、本市の犯罪情勢と防犯対策について
講話をいただきました。

いただいたご意見は、広報広聴委員会で共有し、市民に親しまれる開かれた議会の実現のため、議会
改革に取り組んでまいります。

議場のモニター画面に、質問や答弁をリアルタイムに文字で表示できないか。

週刊誌のような見出しがあるといい。

モニターになり、以前よりも「きたしる」をしっかり見るようになった。

会議室の傍聴席が狭く感じる。また、市職員の声が聞き取りにくい。

委員会の際、委員の意見が少ないのではないか、もっと議論をしてほしい。

「きたしる」の記事をもう少し詳しく書いてほしい。
教科書のあらすじのように書かれており、もっと詳しい内容が知りたい。

「きたしる」の発刊を公式LINEで通知されるようになり、
スマホやパソコンで確認しやすくなった。定例会の日程確認もしやすい。

議会運営について

議会だより・ホームページ等について

市議会モニターとは?
会議を傍聴していただき、議会・議員活
動に対するご意見やご提案をいただいて
います。
毎年2月に募集し、1年間（4月～翌年3
月）の任期で活躍していただきます。

令和7年1月20日　市役所東庁舎 第1委員会室にて

市議会も、主権者教育の向上に向けた
取り組みに積極的に協力してまいります

昨年10月に「市民と議員の意見交換会」を開催
し、“公共施設”をテーマに、幅広い世代の方々と
意見交換を行いました。さまざまな思いや意見を
聴くことができ、その後の市議会活動や議員活動
の中で活かしているところであり、大変有意義な
ものになりました。

そこで、令和7年度は “市の将来イメージ” をテ
ーマに、意見交換会を開催することにしました。

あなたは、北名古屋市がどんなまちになってほし
いですか?このまちの一員として、どのように活躍
していきたいですか?

市政へつなげるため、あなたの声をお聞かせくだ
さい。

～あなたが将来暮らし続けたいと思う まちの理想 を語り合いませんか～
10月に市民と議員の 意見交換会 を開催します第2回

19 18議会だより Vol.95議会だより Vol.95　



北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

北
名
古
屋
市
議
会
だ
よ
り

発
行
／
北
名
古
屋
市
議
会
　
編
集
／
北
名
古
屋
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

住
所
／
〒
481-8501 愛

知
県
北
名
古
屋
市
熊
之
庄
御
榊
60

電
話
／
TEL0568-22-1111　

FAX／
0568-23-3140

議
会
だ
よ
り
が

ア
プ
リ
で

読
め
ま
す
。

北名古屋市議会

令和７年　第2回定例会の予定

6月  2日（月）10時 本会議（初日）

本会議（一般質問）6月12日（木）10時

本会議（一般質問）※6月12日にすべての日程が終了した場合は
　開催されません。6月13日（金）10時

予算決算常任委員会6月16日（月）10時

福祉教育常任委員会6月17日（火）10時

建設常任委員会6月18日（水）10時

総務常任委員会6月19日（木）10時

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会6月20日（金）10時

本会議（最終日）6月25日（水）10時

請願書・陳情書の提出について
令和７年第2回定例会の審査対象となる請願書・陳情書の提出期限は、
5月23日（金）の午後５時（予定）です。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
本会議・委員会の傍聴について
会議開催日に市役所東庁舎４階東エレベーター前で受付を行います。
受付時間は会議開始30分前からとなります。
※委員会は、先着10名で途中での入退室はできませんのでご了承ください。

インターネットで議会の録画中継や議案の審議
結果など様々な情報が見られます。みなさまの
アクセスをお待ちしております。
※通信料はご利用者の負担となります。

vol.95（
2025.5）

vol.95（
2025.5）

編 集 後 記
新年度を迎え、今号では令和7年度予算
を特集しました。議案審査では活発な意
見交換がしっかりと行われています。ま
た、前号から二次元コードを併記しまし
たので議論の詳細が市議会ホームペー
ジでご覧いただけます。引き続き、市民
の皆様がより良い生活を送れるよう開
かれた市議会を目指し
て努力して参りますので
宜しくお願い致します。

市議会は5月が委員交
代の時期となり、次号か
らは新しい委員構成で
議会だよりの制作に臨
みます。今後もぜひご期
待ください。

ある夏の日の向日葵と
たんぽぽ。
小さな二人の小さな
幸せの物語です。

表紙紹介
芸術学部 芸術学科 美術領域 コミュニケーションアートコース

吉村 春紀 YOSHIMURA Haruki

風を待つ

ホームページをご覧ください
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